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小林さんは安保法案の「3 人の参考人」の 1 人で、私も You Tnbe や冊子「憲法改正の覚

悟はあるか」の本を読み、大阪での公演を聴き彼の主張を紹介します。 
 小林さんは今も改憲論者ではありますが、改憲の視点は自民党とは正反対です。 

憲法は時の政府が勝手に憲法解釈をしたり権力を乱用させない、国民を権力から守る指

令書である。 
だから、九条などは政府に縛りをかけ、突っ込んだ内容を付け加える等の改正が必要だ

。 
 衆議院では 3 分の 2 の議席を有する与党は、今年の参議院選に勝利し、過半数の国民投

票を得て憲法改正へと考えている。  
海外派兵、後方支援、集団的自衛権等、憲法を無視した政治を行おうとする以上独裁の

始まりである。この安部政権を倒し安保法案を廃案にする広範な一致した行動が大切だと

主張しています。 


